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1981年 5月，西 Fィッ Wurzburg大学に免疫生物学， RNA腫蕩ウイルス学の
専門家が一堂に会し，“リンパ球の正常機詑および病的増殖への内密注レトロウイ
ルスの関与持のテーマのもとにワークショッフ。が行われた。本書はその中から編
者がセレクトし執筆を故類した論文10麗からなっている。レトロウイルス (RNA
彊蕩ウイルスとほぼ毘義に喪われる〉はトリ，ネズミ， ネコ， ウシなど多くの動
物で発癌控を示す。最近，ヒトにおいても， 成人 T細胞白血病の病習がレトロウ
イノレスであることがほぼ実証された。 これらはいずれも外来性の感染性ウイルス
による。多くの動物，特にマウス， トリではほぼ100%，締胞内にレトロウイルス
のゲノムをもっている。このゲノムは放射線照射， ある種の薬剤処理， ワンバ系
の紐抱では拡原料激などで活性位され， ウイルスが産生される。このよう主ウイ
ルスは内因性レトロウイノレスと呼ばれる。内因性レトロウイルスは外来性の感染
型ウイルスと異なり，マウスでは 2-3例外があるが，発癌性を示さず，細胞内
で、の存在意義についても不明な点が多い。本書でとりあげられているのは， 内因
性レトロウイルスの分類，超原，ゲノムの存在様式，発現機講，発現ウイルス糖
タンパク質のりンバ球の機能・分記にはたす役害tl，発癌遺伝子， LTRの揮入に
よらない自血病の病国論などである。
題名と執筆者は次のとお習である。。マウスおよびトヲの内因性レトロウイルス (D.L. Steffen). 
2) レトロウイルスによる変換の遺伝的基礎 (H; L.Robinson他). 
3) ゼノトロピックネズミ白血病ウイノレスの発現 (H.C. Morse也). 
4) マウスリンパ球で、の内因性ウイルス遺伝子の発現 (E.Wecker能). 
5) 細賠抗原としての発癌ウイルスたんぱく質 (E.FleI8sner他). 
6) リンホカインによるリンパ球の増殖と分化の統御 (A.Schimpl). 
7) マウスのC型ウイルスによる白血病発生で考えられる免疫機構(1.N.lhle). 
8) レトロウイルスによるヲンパ腫発生:正常免疫受容体と悪性組組増殖との
関係(1.L. Weissman). 
9) 免疫学者の見地から:内部の散か，ずっと昔からの友達かくA.Coutinho). 
10) 正常および病的増殖における内医性レトロウイルスについての展望 (R.A. 
Wei路).
この書で取り上ザられているのは，近年めざましい発援をとぜた免疫生物学， 
RNA A重蕩ウイルス学の狭間にあって， 両者の重なる研究領域である。いずれの
論文も自己のデーターの単なる擢列でなく，総説的によくまとめられておtJ，研
究の現状，問題点， 今後の課題を逼確に指揮しており大変参考になる。文富士も多
数引用されており，免疫学， ウイルス学， 白血病の研究者にとって必読の書とな
っている。(三木隆〉
〔千葉医学， 59，81，1983J 
